
この本
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の仕
し
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みと使
つか
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	 ２
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光
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ねん

重
じゅう

大
だい

ニュース 	 64

■この本
ほん
の内

ない
容
よう
は、人

じん
名
めい
・肩

かた
書
がき
や国

こく
名
めい
・組

そ
織
しき
名
めい
を含

ふく
め、2018年

ねん
２月

がつ
末
まつ
時
じ
点
てん
の情

じょう
報
ほう
に基

もと
づいています。

■この本
ほん
で使

つか
っている写

しゃ
真
しん
、図

ず
表
ひょう
、イラストなどは原

げん
則
そく
として、毎

まい
日
にち
新
しん
聞
ぶん
社
しゃ
から提

てい
供
きょう
を受

う
けています。

2018年
ねん

度
ど

版
ばん ニュース検

け ん

定
て い

 公
こ う

式
し き

ワークブック入
にゅう

門
も ん

編
へ ん

 ５級
きゅう

テーマ

ニュース時
じ

事
じ

能
の う

力
りょく

検
け ん

定
て い

（N検
け ん

）とは
今
いま

の時
じ

代
だ い

を生
い

きるために欠
か

かせない、
ニュースを読

よ

み解
と

き、活
かつ

用
よ う

するチカラをつける検
けん

定
て い

です。
ニュース時

じ
事
じ

能
のう

力
りょく

検
けん

定
てい

（ニュース検
けん

定
てい

、Ｎ検
けん

）は、ニュース報
ほう

道
どう

を読
よ

み解
と

き、活
かつ

用
よう

する力
ちから

（時
じ

事
じ

力
りょく

）を養
やしな

い、認
にん

定
てい

する唯
ゆい

一
いつ

の検
けん

定
てい

です。時
じ

事
じ

力
りょく

とは、現
げん

代
だい

社
しゃ

会
かい

のできごとを多
た

角
かく

的
てき

・公
こう

正
せい

に理
り

解
かい

・判
はん

断
だん

し、その課
か

題
だい

をみんなで
解
かい

決
けつ

していく 礎
いしずえ

となる総
そう

合
ごう

的
てき

な力
ちから

（知
ち

識
しき

、思
し

考
こう

力
りょく

・判
はん

断
だん

力
りょく

など）です。大
おお

きく変
へん

動
どう

し、先
さき

行
ゆ

き不
ふ

透
とう

明
めい

な時
じ

代
だい

に、
人
じん

生
せい

を切
き

り開
ひら

くために不
ふ

可
か

欠
けつ

な力
ちから

です。

　　

1

●検
けん
定
てい
本
ほん
番
ばん
の約

やく
６割

わり
はこの本

ほん
から

　2018年
ねん

度
ど

に実
じっ

施
し

される５級
きゅう

の検
けん

定
てい

問
もん

題
だい
（45問

もん
）の約

やく
６割

わり

は、この「2018年
ねん

度
ど

版
ばん

ニュース検
けん

定
てい

公
こう

式
しき

ワークブック 入
にゅう

門
もん

編
へん
（５級

きゅう
対
たい

応
おう

）」の中
なか

の「わかるかな？　基
き

本
ほん

のことば」「ポ
イント」「Ｎ検

けん
にチャレンジ！　練

れん
習
しゅう

問
もん

題
だい

」から出
しゅつ

題
だい

されま

す。ただし、「Ｎ検
けん

にチャレンジ！　練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

」からの出
しゅつ

題
だい

は、まったく同
おな

じ問
もん

題
だい

とは限
かぎ

りません。似
に

ている問
もん

題
だい

も含
ふく

みます。
●ニュース検

けん
定
てい
の公

こう
式
しき
サイト

　http://www.newskentei.jp/

今
いま
を読

よ
み解

と
く重

じゅう
要
よう
テーマをベテラン記

き
者
しゃ
、有

ゆう
識
しき
者
しゃ
らのチームが厳

げん
選
せん
し、良

りょう
質
しつ
な問

もん
題
だい
に練

ね
り上

あ
げています。

５分
ぶん
野
や
（経

けい
済
ざい
、暮

く
らし、社

しゃ
会
かい
・環

かん
境
きょう
、政

せい
治
じ
、国

こく
際
さい
）からバランスよく出

しゅつ
題
だい
し、総

そう
合
ごう
的
てき
な力

ちから
を測

はか
ります。

問
もん
題
だい
の難

むずか
しさが異

こと
なる六

むっ
つの級

きゅう
から選

えら
んで受

じゅ
検
けん
できるため、それぞれの目

もく
標
ひょう
を容

よう
易
い
に設

せっ
定
てい
できます。合

ごう
格
かく
の達

たっ
成
せい
感
かん

がさらなる学
がく
習
しゅう
の動

どう
機
き
づけとなり、時

じ
事
じ
力
りょく
をスムーズに高

たか
めていくことができます。

各
かく
級
きゅう
に対

たい
応
おう
した公

こう
式
しき
教
きょう
材
ざい
（この本

ほん
や、ほかの級

きゅう
に対

たい
応
おう
したテキスト、問

もん
題
だい
集
しゅう
）を取

と
りそろえています。自

じ
学
がく
自
じ
習
しゅう
に

配
はい
慮
りょ
した公

こう
式
しき
教
きょう
材
ざい
を活

かつ
用
よう
すれば、初

はじ
めての方

かた
でも合

ごう
格
かく
に必

ひつ
要
よう
な力

ちから
を無

む
理
り
なく養

やしな
えます。

受
じゅ
検
けん
後
ご
の「結

けっ
果
か
通
つう
知
ち
」で問

もん
題
だい
別
べつ
の正

せい
誤
ご
と分

ぶん
野
や
、分

ぶん
野
や
別
べつ
正
せい
答
とう
数
すう
が分

わ
かるため、得

え
手
て
不
ふ
得
え
手
て
を容

よう
易
い
に把

は
握
あく
できます。公

こう

式
しき
サイト上

じょう
で公

こう
表
ひょう
する丁

てい
寧
ねい
な解

かい
説
せつ
も、弱

じゃく
点
てん
を克

こく
服
ふく
するための復

ふく
習
しゅう
をサポートします。

Ｎ検
けん
の資

し
格
かく
取
しゅ
得
とく
者
しゃ
は全

ぜん
国
こく
約
やく
400校

こう
（大

だい
学
がく
・短

たん
大
だい
、高

こう
校
こう
）のＡＯ・推

すい
薦
せん
入
にゅう
試
し
などで評

ひょう
価
か
・優

ゆう
遇
ぐう
されています（2018年

ねん

１月
がつ
現
げん
在
ざい
）。時

じ
事
じ
力
りょく
を養

やしな
うことは、就

しゅう
職
しょく
活
かつ
動
どう
における筆

ひっ
記
き
試
し
験
けん
・面

めん
接
せつ
対
たい
策
さく
にもなります。

Ｎ検
けん
は学

がっ
校
こう
の学

まな
びと深

ふか
い関

かん
係
けい
にあります。公

こう
民
みん
、地

ち
理
り
歴
れき
史
し
などの学

がく
習
しゅう
を現

げん
実
じつ
社
しゃ
会
かい
と関

かん
連
れん
づけて深

ふか
める目

もく
的
てき
で、Ｎ検

けん

や公
こう
式
しき
教
きょう
材
ざい
は多

おお
くの学

がっ
校
こう
で利

り
用
よう
されています。大

だい
学
がく
の入

にゅう
学
がく
前
まえ
・初

しょ
年
ねん
次
じ
教
きょう
育
いく
などでも活

かつ
用
よう
されています。

1

2

3

4

5

6

7

ニュース検
けん

定
てい

の特
とく

長
ちょう

級 レベル 受検対象の目安 程　度
1級 高校生、大学生・一般 新聞の社説レベルの記事も読み解き、社会や自分の新たな課題を設定できる。
2級 高校生、大学生・一般 ニュースを批判的に読み解き、自分なりの意見を導ける。
準2級 中学生、高校生、大学生・一般 さまざまなニュースを、現代社会の諸問題と関連づけて理解できる。
3級 中学生、高校生、大学生・一般 基本的なニュースを、社会の仕組みの中に位置づけて理解できる。
4級 小学生、中学生、高校生 新聞やテレビのニュースに関心を持ち、自分の暮らしと結びつけて考えられる。
5級 小学生、中学生 国内を中心に、社会のルールやできごとに関心を持つ。

●検定時間 各級50分　●設問数 各級45問　●出題形式 1 級：四肢択一（マークシート）、一部記述 / 2 〜 5 級：四肢択一（マークシート）　

各
かく

級
きゅう

の目
め

安
やす

と検
けん

定
てい

内
ない

容
よう

Stage 小学生 中学生 高校生 大学生・一般

Class

合格基準
1級 80点程度/100点満点

2級〜5級 70点程度/100点満点

総
そう
合
ごう
的
てき
な時

じ
事
じ
力
りょく
を測

はか
るため、

五
いつ
つの分

ぶん
野
や
から出

しゅつ
題
だい
します。

経済

政治

暮らし

国際

社会・環境

1 級

5級
4級

3級
準 2級

2級



　

Ｎ検
け ん

にチャレンジ！｜ 練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

正
せい
解
かい
と解
かい
説
せつ
は54ページ

★次
つぎ

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、問
もん

題
だい

4、5に答
こた

えなさい。
　日
にっ

本
ぽん

の森
しん

林
りん

は国
こく

土
ど

の約
やく

３分
ぶん

の２を占
し

めています。しかし、外
がい

国
こく

の木
もく

材
ざい

が安
やす

く輸
ゆ

入
にゅう

されるように
なって、日

にっ

本
ぽん

の林
りん

業
ぎょう

は衰
おとろ

えてきました。このため密
みっ

生
せい

した木
き

の一
いち

部
ぶ

を切
き

る【　　　】などの手
て

入
い

れがおろそかになり、荒
あ

れてしまった森
しん

林
りん

もあります。しかし、（ア）生
せい

物
ぶつ

や環
かん

境
きょう

のためになる森
しん

林
りん

の働
はたら

きや、国
こく

産
さん

の木
もく

材
ざい

を利
り

用
よう

することの大
たい

切
せつ

さを見
み

直
なお

す動
うご

きがあります。

【　　　】に当
あ

てはまる言
こと

葉
ば

を、次
つぎ

から一
ひと

つ選
えら

びなさい。

① 間
かん

伐
ばつ

　　　　② 焼
や

き畑
ばた

　　　　③ つぎ木
き

　　　　④ 植
しょく

林
りん

下
か

線
せん

部
ぶ

（ア）に関
かん

連
れん

して、「森
もり

は海
うみ

の恋
こい

人
びと

」といわれることがあります。どのよう
な意

い

味
み

ですか。正
ただ

しい説
せつ

明
めい

を、次
つぎ

から一
ひと

つ選
えら

びなさい。

① 森
もり

では多
おお

くの植
しょく

物
ぶつ

が育
そだ

ち、さまざまな動
どう

物
ぶつ

のすみかにもなっている。
② 森

もり

は、大
おお

雨
あめ

で山
やま

が崩
くず

れるのを防
ふせ

ぐ働
はたら

きをしている。
③ 森

もり

の土
つち

は雨
あま

水
みず

をたくわえ、あとでゆっくり川
かわ

に流
なが

す働
はたら

きをしている。
④ 森

もり

の土
つち

に含
ふく

まれる養
よう

分
ぶん

が雨
あめ

で海
うみ

に運
はこ

ばれ、海
うみ

の魚
さかな

や貝
かい

をはぐくんでいる。

「リアス（式
しき

）海
かい

岸
がん

」について、右
みぎ

の地
ち

図
ず

も参
さん

考
こう

 
に、正

ただ

しい説
せつ

明
めい

を、次
つぎ

から一
ひと

つ選
えら

びなさい。

① 砂
さ

丘
きゅう

が広
ひろ

がっている。
② 小

こ

石
いし

や砂
すな

がたい積
せき

してできた。　
③ 多

おお

くの狭
せま

い湾
わん

が入
い

り組
く

んでいる。
④ 漁

ぎょ

場
じょう

には適
てき

していない。

日
にっ

本
ぽん

では、農
のう

地
ち

（田
た

んぼや畑
はたけ

など）が使
つか

われずにたくさん余
あま

っています。その主
おも

な
理
り

由
ゆう

を、次
つぎ

から一
ひと

つ選
えら

びなさい。

① 農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む人
ひと

が減
へ

ったから。　　　② 農
のう

作
さく

物
ぶつ

の輸
ゆ

入
にゅう

が急
きゅう

激
げき

に減
へ

ったから。
③ 農

のう

業
ぎょう

を営
いとな

む人
ひと

が増
ふ

えたから。　　　④ 国
くに

が農
のう

地
ち

を増
ふ

やし続
つづ

けているから。

「地
じ

元
もと

で生
せい

産
さん

された農
のう

産
さん

物
ぶつ

や水
すい

産
さん

物
ぶつ

を、その地
ち

域
いき

で消
しょう

費
ひ

しよう」という取
と

り組
く

みは、
何
なん

と呼
よ

ばれますか。正
ただ

しい言
こと

葉
ば

を、次
つぎ

から一
ひと

つ選
えら

びなさい。

① 養
よう

殖
しょく

　　　　② 二
に

毛
もう

作
さく

　　　　③ 地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

　　　　④ 促
そく

成
せい

栽
さい

培
ばい

1

2

3

日
にっ

本
ぽん

の国
こく

土
ど

の約
やく

４分
ぶん

の３を【　Ａ　】が占
し

め、多
おお

くの人
ひと

は残
のこ

る約
やく

４分
ぶん

の１の「平
へい

地
ち

」に暮
く

らしています。平
へい

地
ち

のうち、海
うみ

に面
めん

した【　Ｂ　】には稲
いな

作
さく

が盛
さか

んな地
ち

域
いき

が多
おお

く、代
だい

表
ひょう

例
れい

は庄
しょう

内
ない

【　Ｂ　】（山
やま

形
がた

県
けん

）です。【　Ａ　】、【　Ｂ　】（２カ所
しょ

）
に当

あ

てはまる言
こと

葉
ば

の正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせを、次
つぎ

から一
ひと

つ選
えら

びなさい。

① Ａ−山
さん

地
ち

　　Ｂ−高
こう

地
ち

② Ａ−山
さん

地
ち

　　Ｂ−平
へい

野
や

③ Ａ−盆
ぼん

地
ち

　　Ｂ−高
こう

地
ち

④ Ａ−盆
ぼん

地
ち

　　Ｂ−平
へい

野
や

日
にっ

本
ぽん

の川
かわ

は外
がい

国
こく

の川
かわ

と比
くら

べて【　Ａ　】、流
なが

れが急
きゅう

です。日
に

本
ほん

一
いち

長
なが

い【　Ｂ　】（長
なが

野
の

、新
にい

潟
がた

両
りょう

県
けん

）は367㌔ですが、世
せ

界
かい

一
いち

長
なが

いナイル川
がわ

（アフリカ）の数
すう

％しかあり
ません。【　Ａ　】【　Ｂ　】に当

あ

てはまる言
こと

葉
ば

の正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせを、次
つぎ

から一
ひと

つ
選
えら

びなさい。

① Ａ−短
みじか

く　　Ｂ−長
なが

良
ら

川
がわ

　　　　② Ａ−短
みじか

く　　Ｂ−信
しな

濃
の

川
がわ

③ Ａ−長
なが

く　　Ｂ−長
なが

良
ら

川
がわ

　　　　④ Ａ−長
なが

く　　Ｂ−信
しな

濃
の

川
がわ

日
にっ

本
ぽん

の近
きん

海
かい

には寒
かん

流
りゅう

と暖
だん

流
りゅう

が流
なが

れています。太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

の寒
かん

流
りゅう

は【　Ａ　】（千
ち

島
しま

海
かい

流
りゅう

）、暖
だん

流
りゅう

は黒
くろ

潮
しお

（日
に

本
ほん

海
かい

流
りゅう

）と呼
よ

ばれます。寒
かん

流
りゅう

と暖
だん

流
りゅう

が出
で

合
あ

うところを【　Ｂ　】
といい、冷

つめ

たい海
うみ

と暖
あたた

かい海
うみ

にすむ魚
さかな

の両
りょう

方
ほう

が集
あつ

まって良
よ

い漁
ぎょ

場
じょう

になっています。 
【　Ａ　】【　Ｂ　】に当

あ

てはまる言
こと

葉
ば

の正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせを、次
つぎ

から一
ひと

つ選
えら

びなさ
い。

① Ａ−赤
あか

潮
しお

　　Ｂ−プレート　　　　② Ａ−高
たか

潮
しお

　　Ｂ−干
ひ

潟
がた

　
③ Ａ−満

まん

潮
ちょう

　　Ｂ−カルデラ　　　　④ Ａ−親
おや

潮
しお

　　Ｂ−潮
しお

目
め

（潮
しお

境
ざかい

）

4

5

6

7

8

残
ざん

雪
せつ

が白
しろ

く輝
かがや

く鳥
ちょう

海
かい

山
さん

を背
はい

景
けい

に、
庄
しょう

内
ない

【　Ｂ　】で始
はじ

まった田
た

植
う

え
＝山

やま
形
がた

県
けん

遊
ゆ

佐
ざ

町
まち

で2016年
ねん

５月
がつ

三重県
み   え けん

リ
ア
ス
（
式し
き

）
海か
い

岸が
ん

の
代だ
い

表ひ
ょ
う

例れ
い

の
一ひ
と

つ
、
志し

摩ま

半は
ん

島と
う

❶日本の国土と農林漁業❶日本の国土と農林漁業

経
済
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わかるかな？ ｜ 基
き

本
ほん

のことば 解
かい

答
とう

例
れい

は54ペー
ジ

◦日
にっ

本
ぽん

の国
こく

土
ど

の約
やく

４分
ぶん

の３は山
さん

地
ち

（丘
きゅう

陵
りょう

を含
ふく

む）で、残
のこ

る平
へい

地
ち

（平
へい

野
や

と盆
ぼん

地
ち

）に人
じん

口
こう

や産
さん

業
ぎょう

が
集
あつ

まっています。稲
いな

作
さく

（米
こめ

づくり）が盛
さか

んな地
ち

域
いき

は、平
へい

野
や

（海
うみ

に面
めん

した平
へい

地
ち

）に多
おお

いです。
◦日

にっ

本
ぽん

では、農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む人
ひと

が減
へ

っているため、農
のう

地
ち

が使
つか

われずにたくさん余
あま

っています。
◦日

にっ

本
ぽん

の国
こく

土
ど

の約
やく

３分
ぶん

の２は森
しん

林
りん

ですが、輸
ゆ

入
にゅう

木
もく

材
ざい

におされて、林
りん

業
ぎょう

は衰
おとろ

えてきました。
◦太

たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

の寒
かん

流
りゅう

（親
おや

潮
しお

＝千
ち

島
しま

海
かい

流
りゅう

）と暖
だん

流
りゅう

（黒
くろ

潮
しお

＝日
に

本
ほん

海
かい

流
りゅう

）は、東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の三
さん

陸
りく

海
かい

岸
がん

の沖
おき

合
あい

で出
で

合
あ

います。こうした潮
しお

目
め

（潮
しお

境
ざかい

）は、良
よ

い漁
ぎょ

場
じょう

となっています。
◦リアス（式

しき

）海
かい

岸
がん

は細
ほそ

長
なが

い湾
わん

とその間
あいだ

に突
つ

き出
で

た半
はん

島
とう

からなり、養
よう

殖
しょく

漁
ぎょ

業
ぎょう

などが盛
さか

んです。

ポイント

★ 日
にっ

本
ぽん

の国
こく

土
ど

の約
やく

４分
ぶん

の３は（①　　　　　）で、残
のこ

る約
やく

４分
ぶん

の１の平
へい

地
ち

に人
じん

口
こう

や
産
さん

業
ぎょう

が集
しゅう

中
ちゅう

しています。稲
いな

作
さく

が盛
さか

んな地
ち

域
いき

は、平
へい

野
や

（海
うみ

に面
めん

した平
へい

地
ち

）に多
おお

いです。
★ 日

にっ

本
ぽん

では、（②　　　　　）を営
いとな

む人
ひと

が減
へ

っているため、農
のう

地
ち

（田
た

んぼや畑
はたけ

など）
が使

つか

われずにたくさん余
あま

っています。
★ 日

にっ

本
ぽん

は森
しん

林
りん

に恵
めぐ

まれた国
くに

ですが、外
がい

国
こく

の木
もく

材
ざい

が安
やす

く輸
ゆ

入
にゅう

され、（③　　　　）は
衰
おとろ

えてきました。しかし、国
こく

産
さん

木
もく

材
ざい

の良
よ

さを見
み

直
なお

そうという動
うご

きがあります。
★ 日

に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の川
かわ

は外
がい

国
こく

と比
くら

べて短
みじか

く、流
なが

れが（④　　　　　）です。細
ほそ

長
なが

い国
こく

土
ど

の
中
ちゅう

央
おう

に山
さん

脈
みゃく

が背
せ

骨
ぼね

のようにそびえているため、山
やま

から海
うみ

までの距
きょ

離
り

が短
みじか

いのです。
★ 日

にっ

本
ぽん

の太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

には、寒
かん

流
りゅう

の親
おや

潮
しお

（千
ち

島
しま

海
かい

流
りゅう

）と暖
だん

流
りゅう

の（⑤　　　　　）（日
に

本
ほん

海
かい

流
りゅう

）が流
なが

れています。親
おや

潮
しお

と（⑤）は東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の三
さん

陸
りく

海
かい

岸
がん

の沖
おき

合
あい

で出
で

合
あ

います。
こうした（⑥　　　　　）にはさまざまな魚

さかな

が集
あつ

まり、良
よ

い漁
ぎょ

場
じょう

になっています。
★ 多

おお

くの狭
せま

い湾
わん

が入
い

り組
く

むリアス（式
しき

）海
かい

岸
がん

は波
なみ

が穏
おだ

やかで、（⑦　　　　　）漁
ぎょ

業
ぎょう

などが盛
さか

んです。三
さん

陸
りく

海
かい

岸
がん

（岩
いわ

手
て

県
けん

など）や志
し

摩
ま

半
はん

島
とう

（三
み

重
え

県
けん

）が代
だい

表
ひょう

例
れい

です。
★ 地

じ

元
もと

で生
せい

産
さん

された農
のう

産
さん

物
ぶつ

や水
すい

産
さん

物
ぶつ

を、その地
ち

域
いき

で消
しょう

費
ひ

しようとする取
と

り組
く

みは�
（⑧　　　　　　　　）と呼

よ

ばれます。

この本
ほ ん

の仕
し

組
く

みと使
つ か

い方
か た

ニュース検
けん

定
てい

の５級
きゅう

にチャレンジしたいけれど、どんな準
じゅん

備
び

をすればいいか分
わ

からない――。そんなあなたを、
この「公

こう
式
しき

ワークブック」が応
おう

援
えん

します。2018年
ねん

度
ど

の検
けん

定
てい

で出
で

る問
もん

題
だい

（45問
もん

）のうち約
やく

６割
わり

は、この本
ほん

の中
なか

に
ある「わかるかな？ 基

き
本
ほん

のことば」「ポイント」「Ｎ検
けん

にチャレンジ！ 練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

」から出
しゅつ

題
だい

されます（「練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

」からの出
しゅつ

題
だい

は、まったく同
おな

じ問
もん

題
だい

とは限
かぎ

りません。似
に

ている問
もん

題
だい

も含
ふく

みます）。「基
き

本
ほん

のことば」と「練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

」をこなせば、もう合
ごう

格
かく

証
しょう

は目
め

の前
まえ

に。５級
きゅう

に受
う

かったら、さらに上
うえ

の級
きゅう

を目
め

指
ざ

しましょう。

■�本
ほん

番
ばん

の検
けん

定
てい

問
もん

題
だい

（45問
もん

）はすべて、四
よっ

つの選
せん

択
たく

肢
し

から一
ひと

つを選
えら

ぶ四
し

肢
し

択
たく

一
いつ

式
しき

です（マークシートに記
き

入
にゅう

して解
かい

答
とう

）。
　この本

ほん

にある「基
き

本
ほん

のことば」のような記
き

述
じゅつ

式
しき

問
もん

題
だい

は出
しゅつ

題
だい

されません。
■�本

ほん

番
ばん

の検
けん

定
てい

問
もん

題
だい

もこの本
ほん

と同
どう

様
よう

、原
げん

則
そく

としてすべての漢
かん

字
じ

にふりがなを振
ふ

っています。

　

わかるかな？｜ 基
き

本
ほん

のことば 解
かい
答
とう
例
れい
は54ページ

◦日
にっ

本
ぽん

の国
こく

土
ど

の約
やく

４分
ぶん

の３は山
さん

地
ち

（丘
きゅう

陵
りょう

を含
ふく

む）で、残
のこ

る平
へい

地
ち

（平
へい

野
や

と盆
ぼん

地
ち

）に人
じん

口
こう

や産
さん

業
ぎょう

が
集
あつ

まっています。稲
いな

作
さく

（米
こめ

づくり）が盛
さか

んな地
ち

域
いき

は、平
へい

野
や

（海
うみ

に面
めん

した平
へい

地
ち

）に多
おお

いです。
◦日

にっ

本
ぽん

では、農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む人
ひと

が減
へ

っているため、農
のう

地
ち

が使
つか

われずにたくさん余
あま

っています。
◦日

にっ

本
ぽん

の国
こく

土
ど

の約
やく

３分
ぶん

の２は森
しん

林
りん

ですが、輸
ゆ

入
にゅう

木
もく

材
ざい

におされて、林
りん

業
ぎょう

は衰
おとろ

えてきました。
◦太

たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

の寒
かん

流
りゅう

（親
おや

潮
しお

＝千
ち

島
しま

海
かい

流
りゅう

）と暖
だん

流
りゅう

（黒
くろ

潮
しお

＝日
に

本
ほん

海
かい

流
りゅう

）は、東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の三
さん

陸
りく

海
かい

岸
がん

の沖
おき

合
あい

で出
で

合
あ

います。こうした潮
しお

目
め

（潮
しお

境
ざかい

）は、良
よ

い漁
ぎょ

場
じょう

となっています。
◦リアス（式

しき

）海
かい

岸
がん

は細
ほそ

長
なが

い湾
わん

とその間
あいだ

に突
つ

き出
で

た半
はん

島
とう

からなり、養
よう

殖
しょく

漁
ぎょ

業
ぎょう

などが盛
さか

んです。

ポイント

★ 日
にっ

本
ぽん

の国
こく

土
ど

の約
やく

４分
ぶん

の３は（①　　　　　）で、残
のこ

る約
やく

４分
ぶん

の１の平
へい

地
ち

に人
じん

口
こう

や
産
さん

業
ぎょう

が集
しゅう

中
ちゅう

しています。稲
いな

作
さく

が盛
さか

んな地
ち

域
いき

は、平
へい

野
や

（海
うみ

に面
めん

した平
へい

地
ち

）に多
おお

いです。
★ 日

にっ

本
ぽん

では、（②　　　　　）を営
いとな

む人
ひと

が減
へ

っているため、農
のう

地
ち

（田
た

んぼや畑
はたけ

など）
が使

つか

われずにたくさん余
あま

っています。
★ 日

にっ

本
ぽん

は森
しん

林
りん

に恵
めぐ

まれた国
くに

ですが、外
がい

国
こく

の木
もく

材
ざい

が安
やす

く輸
ゆ

入
にゅう

され、（③　　　　）は
衰
おとろ

えてきました。しかし、国
こく

産
さん

木
もく

材
ざい

の良
よ

さを見
み

直
なお

そうという動
うご

きがあります。
★ 日

に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の川
かわ

は外
がい

国
こく

と比
くら

べて短
みじか

く、流
なが

れが（④　　　　　）です。細
ほそ

長
なが

い国
こく

土
ど

の
中
ちゅう

央
おう

に山
さん

脈
みゃく

が背
せ

骨
ぼね

のようにそびえているため、山
やま

から海
うみ

までの距
きょ

離
り

が短
みじか

いのです。
★ 日

にっ

本
ぽん

の太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

には、寒
かん

流
りゅう

の親
おや

潮
しお

（千
ち

島
しま

海
かい

流
りゅう

）と暖
だん

流
りゅう

の（⑤　　　　　）（日
に

本
ほん

海
かい

流
りゅう

）が流
なが

れています。親
おや

潮
しお

と（⑤）は東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の三
さん

陸
りく

海
かい

岸
がん

の沖
おき

合
あい

で出
で

合
あ

います。
こうした（⑥　　　　　）にはさまざまな魚

さかな

が集
あつ

まり、良
よ

い漁
ぎょ

場
じょう

になっています。
★ 多

おお

くの狭
せま

い湾
わん

が入
い

り組
く

むリアス（式
しき

）海
かい

岸
がん

は波
なみ

が穏
おだ

やかで、（⑦　　　　　）漁
ぎょ

業
ぎょう

などが盛
さか

んです。三
さん

陸
りく

海
かい

岸
がん

（岩
いわ

手
て

県
けん

など）や志
し

摩
ま

半
はん

島
とう

（三
み

重
え

県
けん

）が代
だい

表
ひょう

例
れい

です。
★ 地

じ

元
もと

で生
せい

産
さん

された農
のう

産
さん

物
ぶつ

や水
すい

産
さん

物
ぶつ

を、その地
ち

域
いき

で消
しょう

費
ひ

しようとする取
と

り組
く

みは 
（⑧　　　　　　　　）と呼

よ

ばれます。

1 日
に っ

本
ぽ ん

の国
こ く

土
ど

と農
の う

林
り ん

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

経
済

3

さまざまな資
し

源
げん

と工
こう

業
ぎょう

日
にっ

本
ぽん

の国
こく

土
ど

と農
のう

林
りん

漁
ぎょ

業
ぎょう

基
き

本
ほん

のことば （問
もん

題
だい

は6ペー
ジ　）

①　原
げん

子
し

力
りょく

	 ②　火
か

力
りょく

③　再
さい

生
せい

	 ④　地
ち

熱
ねつ

⑤　機
き

械
かい

	 ⑥　太
たい

平
へい

洋
よう

⑦　中
ちゅう

京
きょう

	 ⑧　燃
ねん

料
りょう

電
でん

池
ち

練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

 （問
もん

題
だい

は7、8ペー
ジ　）

問
とい

１ ②　地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

は、高
こう

温
おん

の蒸
じょう

気
き

や熱
ねっ

水
すい

を地
ち

下
か

か
ら取

と

り出
だ

して発
はつ

電
でん

用
よう

のタービンを回
まわ

します。
太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

と違
ちが

って、天
てん

候
こう

に左
さ

右
ゆう

されずに
発
はつ

電
でん

できます。ただし、発
はつ

電
でん

所
しょ

の建
けん

設
せつ

費
ひ

が高
たか

いといった課
か

題
だい

もあります。
問
とい

２ ①　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

が起
お

きる前
まえ

の2010年
ねん

度
ど

は、
国
こく

内
ない

の発
はつ

電
でん

量
りょう

全
ぜん

体
たい

に占
し

める火
か

力
りょく

発
はつ

電
でん

の割
わり

合
あい

は
約
やく

62％（液
えき

化
か

天
てん

然
ねん

ガス、石
せき

炭
たん

、石
せき

油
ゆ

などの
合
ごう

計
けい

）でした。しかし震
しん

災
さい

後
ご

、各
かく

地
ち

の原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

が止
と

まったままになったため、2015
年
ねん

度
ど

は全
ぜん

体
たい

の約
やく

85％を占
し

めました。
問
とい

３ ②　太
たい

陽
よう

光
こう

、風
ふう

力
りょく

、水
すい

力
りょく

、地
ち

熱
ねつ

、バイオマ
スなどをまとめた呼

よ

び方
かた

です。福
ふく

島
しま

第
だい

１原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

の事
じ

故
こ

が起
お

きて以
い

降
こう

、特
とく

に関
かん

心
しん

が高
たか

まっています。
問
とい

４ ④　トウモロコシやサトウキビ、小
こ

麦
むぎ

などか
ら作

つく

る「バイオエタノール」はガソリンの代
か

わりに、ナタネなどから作
つく

る「バイオディー
ゼル」は軽

けい

油
ゆ

の代
か

わりになります。	
問
とい

５ ④　第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

を挟
はさ

んで、日
にっ

本
ぽん

の工
こう

業
ぎょう

の
中
ちゅう

心
しん

は「繊
せん

維
い

」から「機
き

械
かい

」に移
うつ

りました。
①2010年

ねん

のほうが多
おお

いです。②③それぞれ
「繊
せん

維
い

」です。
問
とい

６ ①　日
にっ

本
ぽん

の工
こう

業
ぎょう

地
ち

帯
たい

・地
ち

域
いき

の多
おお

くは、太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

の海
うみ

沿
ぞ

いにあります。その中
なか

でも、中
ちゅう

京
きょう

工
こう

業
ぎょう

地
ち

帯
たい

は生
せい

産
さん

額
がく

がトップで、自
じ

動
どう

車
しゃ

工
こう

業
ぎょう

を中
ちゅう

心
しん

とした機
き

械
かい

工
こう

業
ぎょう

が盛
さか

んです。	
問
とい

７ ③　燃
ねん

料
りょう

電
でん

池
ち

車
しゃ

は地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

を招
まね

く化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

（ガソリンなど）を使
つか

わず、排
はい

ガスも出
だ

さな
いため「究

きゅう

極
きょく

のエコカー」と呼
よ

ばれます。

基
き

本
ほん

のことば （問
もん

題
だい

は3ペー
ジ　）

①　山
さん

地
ち

	 ②　農
のう

業
ぎょう

③　林
りん

業
ぎょう

	 ④　急
きゅう

⑤　黒
くろ

潮
しお

	 ⑥　潮
しお

目
め

（潮
しお

境
ざかい

）
⑦　養

よう

殖
しょく

	 ⑧　地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

 （問
もん

題
だい

は4、5ペー
ジ　）

問
とい

１ ②　多
おお

くの平
へい

野
や

は川
かわ

の下
か

流
りゅう

沿
ぞ

いに広
ひろ

がってい
ます。農

のう

業
ぎょう

などさまざまな産
さん

業
ぎょう

を営
いとな

んだり、
人
ひと

が住
す

んだりするのに適
てき

しています。	
問
とい

２ ②　細
ほそ

長
なが

い国
こく

土
ど

の中
ちゅう

央
おう

に山
さん

脈
みゃく

がそびえている
ため、山

やま

から海
うみ

までの距
きょ

離
り

が短
みじか

いのです。
問
とい

３ ④　千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

に沿
そ

って南
なん

下
か

する親
おや

潮
しお

には酸
さん

素
そ

や栄
えい

養
よう

分
ぶん

が多
おお

く、プランクトンが豊
ほう

富
ふ

です。
それを目

め

当
あ

てに魚
さかな

などが集
あつ

まります。親
おや

潮
しお

と
黒
くろ

潮
しお

が出
で

合
あ

う潮
しお

目
め

（潮
しお

境
ざかい

）は、東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

の三
さん

陸
りく

海
かい

岸
がん

の沖
おき

合
あい

にあります。
問
とい

４ ①　日
にっ

本
ぽん

は国
こく

内
ない

で使
つか

う木
もく

材
ざい

の７割
わり

近
ちか

くを輸
ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

っています。これに対
たい

し、国
こく

産
さん

の木
もく

材
ざい

を
使
つか

った新
しん

建
けん

材
ざい

（鉄
てっ

骨
こつ

より軽
かる

くて同
おな

じくらい強
つよ

い）を広
ひろ

げようという動
うご

きもあります。
問
とい

５ ④　宮
みや

城
ぎ

県
けん

気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

では、「森
もり

は海
うみ

の恋
こい

人
びと

」
を合

あい

言
こと

葉
ば

に、山
やま

に木
き

を植
う

えて森
もり

を守
まも

る運
うん

動
どう

が
続
つづ

いています。①〜③も森
もり

の働
はたら

きとしては正
ただ

しいです。③のような働
はたら

きから、森
しん

林
りん

は「緑
みどり

のダム」とも呼
よ

ばれます。
問
とい

６ ③　リアス（式
しき

）海
かい

岸
がん

の湾
わん

内
ない

は波
なみ

が穏
おだ

やかで、
養
よう

殖
しょく

漁
ぎょ

業
ぎょう

などが盛
さか

んです。「リアス」はスペ
イン語

ご

の「リア」（「入
い

り江
え

」や「湾
わん

」という
意
い

味
み

）から生
う

まれた言
こと

葉
ば

です。
問
とい

７ ①　農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む人
ひと

の数
かず

はここ20年
ねん

余
あま

りでほ
ぼ半

はん

分
ぶん

に減
へ

りました。その結
けっ

果
か

、耕
こう

作
さく

放
ほう

棄
き

地
ち

（今
こん

後
ご

数
すう

年
ねん

は作
さく

物
もつ

をつくる見
み

通
とお

しのない農
のう

地
ち

）
が約
やく

40万
まん

㌶にも上
のぼ

ります。
問
とい

８ ③　地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

が進
すす

めば、食
た

べ物
もの

をトラックで
運
はこ

ぶ距
きょ

離
り

も短
みじか

くなり、車
くるま

の排
はい

ガス（二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

など）を減
へ

らすことにもつながります。

テーマ②テーマ①

正
せ い

解
か い

と解
か い

説
せ つ

　（「基き本ほんのことば」は解かい答とう例れい）
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それぞれのテーマに関
かん
する基

き
本
ほん
的
てき
なこと

ばを確
かく
認
にん
します。下

した
の「ポイント」が参

さん
考
こう

になります。

基
き

本
ほ ん

のことば

そのテーマのポイントです。これを頭
あたま
に

入
い
れて、練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
に挑

ちょう
戦
せん
しましょう。

ポイント

四
よっ
つの選

せん
択
たく
肢
し
から一

ひと
つを選

えら
ぶ方
ほう
式
しき
で、検

けん
定
てい
本
ほん
番
ばん

と同
おな
じです。力

ちから
試
だめ
しをして、本

ほん
番
ばん
に備
そな
えましょう。

練
れ ん

習
しゅう

問
も ん

題
だ い

問
もん
題
だい
を解

と
くうえで参

さん
考
こう
になる写

しゃ
真
しん
や地

ち
図
ず
、

グラフを載
の
せています。本

ほん
番
ばん
の検
けん
定
てい
問
もん
題
だい

でも、写
しゃ
真
しん
や地

ち
図
ず
、グラフを参

さん
考
こう
にして

解
と
く問
もん
題
だい
が出

だ
されます。

写
し ゃ

真
し ん

や図
ず

版
は ん

コンパクトな「正
せい
解
かい
と解
かい
説
せつ
」を

用
よう
意
い
しました。解

かい
説
せつ
にも目

め
を

通
とお
して理

り
解
かい
を深
ふか
めましょう。

正
せ い

解
か い

と解
か い

説
せ つ

まとまった文
ぶん
章
しょう
を読

よ
んでいくつかの問

もん
題
だい
に答
こた
える「総

そう
合
ごう
問
もん
題
だい
」も用

よう
意
い

しました。本
ほん
番
ばん
の検
けん
定
てい
問
もん
題
だい
も、一

いち
部
ぶ
は総
そう
合
ごう
問
もん
題
だい
の形
けい
式
しき
で出

だ
されます。

総
そ う

合
ご う

問
も ん

題
だ い

1 日
に っ

本
ぽ ん

の国
こ く

土
ど

と農
の う

林
り ん

漁
ぎ ょ

業
ぎょう
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経
済
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